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正しく懐って上寺に節詞 


1. 特にる湯しでいたださたいこと、 
るをのため に必ずお巧0 ください 

2 . 樓巧する據巧 . 

3 . 各部のち称 . 

4 . 使巧前の準備 . 

5 . 懐巧方を . 

6 . 安を黨壓 . 

7. その他の裝歷 . 

8 . 曰蔑の点検.享乂れ . 

9. を期点模 . 

10 . 故腐 • 異萬の見分けちと処歷方を- 

11 . 卽品交換のしかた . 

12 . 保舊(孩朋閣蹈南しない揚さ） . 

13. 仕據 . 

14. アフターサービス . 

巧.擴がけ . 


..ミ ミ.みな か n .おお % 
4 みががミ縣を 


線な舍な 立固‘ 


















































この取扱説日月靈および製品への表示では、製品をちまに正しくお使いいただぎ、あな 
たや他の人々へのち害や財塵への擴雲を未然に防止するために、いろいろな繪衰をを 
しでいます。その表をと惑蛛は巧のよラになっています。內客をよく理辭しでから本 
でをお読みください。 

i ±： この表示を無視しで、誤った取り扱いをずると、人力巧 BC または靈傷を貧ラ 
a 巧能性び想定されるの客を巧しでいます。 

ゴ五この表示を無視しで、誤った巧りおいをすると、人が僞露を負ラ巧能化び想 
夕胃定される巧客および物的損塞のみの発ちび想定されるの容ををしでいまず。 


A 警 

/K 迂 


，絵表示の例么お号はを窓をす巧)§がちることををげるをのです。 

/ t \ 図の中に興体のな注惑の容(左图の場合は一般的なを麗)びおかれでい 
—ます。 

&記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に異化的な禁止の容(左図の榻をはガソリン禁止)び描か 
れでいまず。 

@記号は行為を強制したり指示ずる巧容を告げるちのでず， 

図の中に具巧のな指を巧容(を図の擬をは疆源プラグをコンたントか 
ら巧いでくださし、)が描かれでいまず。 


A 警營 


〇 ガソリン 厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミをは、絶対に使巧しないでください。 
乂災の原因(こなります。 


@夕もれを険 

給排気筒（管、ホース）か’正しく接続されでいるか 
点検しでください。 

則れでいると運癒中に排ガスび室内に漏れで、危険 
です。 


曾温風欧出口をふさがないで 
巧類、紙などで温風吹あ□や空気取入□をふさびな 
いでください。 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因になります。 
















o スプレー 吿厳禁 

スプレー定を温風のあたるところに放置しないでく 
ださい。熱でスプレー生の圧力び上がり、爆発し、 
危険です。 


と 



〇可燃性ガス使箱厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧燃性乃スび発をするちの（ベンジン、シ 
ンナ ー、 乃ソリン)、スプレーを使用しないでください。 

义がや故障の原因になります。 



測 




〇 力--テン、可燃物近接禁止 
カーテンや燃そやすいちののそばなどでは使巧しな 
いでください。 

火災び発をするおそれか’あります。 


® 給油時消乂 

給迪は、必す消乂しでから巧ってください。 ( 

火がのおそれびあります。 J 


〇 異常時使用禁止 

后一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 
賽常燃燒のおそれがあります。 

すみやかに逕輯スイッチを（■障止 J にしでください。 


藝温風にミま意 

温風に直接長時間あたらないでください。 

ほ温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 

特にお寺様やお年寄0、体の不自巧なちか’使われるとぎは、周固の人か’十分 
ミ主意しでください。 




藝高温部にミま意 

燃焼中や消义直後は、温風吹出□や給排気筒など高温部にミ 
などふれないよラにミ主屬しでください。 

やけどのおそれがあります。 


〇分解修理の禁止 

が障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理やな造は、危険です。 

お買い求めの販売店に修理をの頼しでください。 














クピシ乂 


〇給排気筒トップ閉そくミ主憲 
積雪のをい地ちでは、給排気简トツプか>雪でふさか’ 
れないよラに';主意しでください。 

排ガスを再度吸込んで不完を燃焼を起こずことがあ 
ります。 


爲。命 
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〇腰をかけたり、物をのせないで 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせないでください。 /\^ 
やけどしたり、ストーフカ《変形することびあります。 VJ 
また、水が巧部に入ると、感電、义お、故障の原因になります。 


@ 電源 プラグ、コード 

® 電源プラグの抜き差しは、必すプラグを持っで巧ぶ /C 
ってください。コードを引っぱっでおくと、/巧線 
の脚線により、感電やショートによる発熱•発义 ^ 

の原因になります。 

® 電源プラグや〕ードを傷つけたり、破損したり、 ^ 

舶エしないでください。また、靈いちのをのせた 3 ^ 

り、加熱したり、引っぱったりずると電源コード fTt Vj 

び破損し、火災、感電の原因じなります。 •- 

©ご使巧にならないときやシーズンオフ時は、ちを 
のため聖源ブラグをコンたントから抜いでくださ が. 

し、。ほこりなどの付着による絶縁勞化により、漏 變— 

電や発熱•駕乂の原因になります。とぎどさ電源 ^ 

ブラグの点検•清掃をしでください。 


〇電源の接続 

© 霉源は、必ず適正配線された単相 100 V のコンじントを使巧 ^ 

しでください。発熱*発义の原因になります。 (\ 

® 電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧’他の VJ 

輩気器具とのタコ足配線をしないでください。発熱•発义 
の原因じなります。 _ 


◎変質な油にミ主意 

変質な油、ミ号れたミ由、がの混じっているなミをなどを使巧しないでください< 
異常燃焼やお障のおそれびあります。 


〇打油の保管 

の■'逆は、义気、雨か、ごみ、高温および直射曰巧を避けた場 
巧に保管しでください。ガソリンなどと一錯じ保管しないで 
ください。誤って使巧すると盾険です。 





參据付け上のを意 

G お客様ご自身によるエ雲は危険です。据付工事や移設エ 
事は、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 
每ス トーブおよび給排気筒の据巧けについでは、乂災そ防 
条例、5油燃焼機器の設置喜華による規制か’あ0ますの 
で、これに従つで据巧けでください。 

©ストーブの固定は、本体固定垂具などで、確実に固定し 
でください。 


©指や棒を入れないで 

繪排気筒トツプに指や棒をなどを入れないでください。 
ケガや义がの原因になります。 
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安全に使用ずるために 

:こ-•一.,:.-一 r でてでで 巧 でで'で* ご'..— ' ''•一，- ごなで-ち . 梓! ! r / 班^^ 


◎マントルビースなどじは据巧けないでください。 



〇標喬が1000 m を越える實地では使巧しないでください。 

/空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気が不足しま 

I ず。 



® 温星、飼胃室、乾爆雲などでは絶対に使巧しないでくださ 

し、〇 . :; 


効果的に使用ずるために 



©外気に接する窓の下や壁面に鹽くと、お気びストーブで暖 
められ温風としで巧流しますので効栗的です。 

〇ス I -ーブの前面に赠害物か‘あると、部屋の温度にむらがで 
黃るばかりでなく、ストーブず:巧の温度か‘上昇しで危険で 
すので、使巧僞巧には十分を懸しで効累的に使巧しでくだ 
さい。^ 



出入□など人の適るところは、ぶた:)かると危険でずので避けでください。 
























































デジタル表を部おはよラ デジタル表示部イン八‘一夕ーサイン 

現を時刻衰示 I タイマーランプ I 設定湿度蒙お](インパーター出力表示) 
タイマ ー fe ット爵刻表を I 1 I 


時計動た おやすみたーブ遲霜 電源ランプ 

コ□ン タイマーランプ！ランプ 1 



切換スイツチ r タイマーボタン 湿陵調節ボタン { 運窥スイッチ 


I おやすみ! 

時計調節ポタン タイマーポタン 它ーブ遲窗ボタン 
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なミを （ J に1号な組）を必す使巧しでください。 


感么醫告1ガソリンなど擇凳性の高い'ぶは、 
义がの原因になりますので絶巧 
に使巧しないでください。 

藝[~么ミ主意 I 密質な油、巧れた巧、かの混じ 
つでいる巧';由などは絶巧に使南 
しないでください。 

〇| A 注憲||な油は必す义気、雨が、ごみ、 
高温および直射曰巧を避けた場 
巧に保管しでください。 



指巧に燃料をつけ、悬をふきかけ 
ます。（父の気のない巧で巧つでくだちい •) 



I 変質の勉-不純の溫とは‘ 


巧シーズンより持 
ち越しの财■ミを 


容器のふたび間け 
であった0、白い 
ポリ容器で保醫し 
た'灯油 



長期間日光のあた 
る巧や温度の高い 
巧に俘、管した巧迸 


水-ごみや巧油が 
外の油がほんのね 
すかでち混入した 
巧な！ 





かごみ•ガソリン I 图泣. 
挺巧巧，でんぶら泣… 


〇極度に変翼したをのは、黄色巧びかったり、すっばいにおいびします。 
曾 I な油はシ…ズン中に使いさりましよラ。 


□変質好涵や不純な油を使用ずると‘" 

〇姐の種曆にをよりまずが、燃焼不廣をおこしたり、 
ストーブの揚優を卓め、巧障の原因になります。 

9水やごみが送油餐路に流れ这み、競焼不良や窗乂 
不段の原因になります。 


因万一変質'灯油や不純な油を使巧しをと寒は、 

0お図いがめの飯齊店または、おおくのコロナお密 
犧ご相談窓□にご遞譚ください， 
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广給油の際の寺順とを意 0 

〇1~么ミ主意 I 給';をは必す消义しでから巧ってください。 

义おのおそれか‘ありまず。 

〇お油パルブを閉じで給油□ふたをはすし巧販の給泌ポン 
プで巧油を給ミちしでください。ミを S 計の針が r 満 j をさ 
したら給ミ宙をやめでください。 

給巧び終りましたら、繪油□にあるストレーナを取り出 
しで化やごみを捨てでください。 

感ストレーナを取り巧けで、給莊□ふたを必すをとどおり 
締めでください。 



給油ボンブ 

證油□ふた 
ストレ-ナ（巧敞 

油題け 

ミ由タンク 

忠巧パルプつまみ 
かグージ 
か巧試りレブ 


G 燃料祝れのを意と空気纔きの方法!) 


迪タンクを空にしないよラにを惑しでくださし、。 

組タンクを一昼空にしますと、送油経路巧に空気がたまり、正常に送油びできなくなることか’あり 
ます。このよラな爆をには巧の順原で空気巧きをしでください。 


1. 油タンクに給ミをします。 

2. スI-ーブ幫面のオイルフイルターにがいでいる空気おぎ 
巧のねじを、ドライバーを倭つでゆるめでください。 


3连気が抜けでオイル フィ ルターの中に巧ミあび満たされた 
ら、空気抜ぎ巧のねじを締めでください。（巧化か’巧に 
こぼれないよラに巧、容器などを巧，覆しでください。） 



〇油タンクは、.空にしないよラに、旱めに給油しでください。 

◎巧めで運誌ずるときを、同じ寺順でを油ホース内を碰で癖たしでから巧ってくだざしに 

^：：' ■ ••...... 






点义前の準備と確認 


r 定油面器のたット j 

〇初!めで使巧するときやシーズン初めに使用する場さ、ス 
i プち側面の角穴の中に指を入れ、定巧面器リたット 
ボタンを巧しで < ださい。 

® をミ由面器に強い術壁をち无たりした場含ち、この操 
巧を巧ってください。 

魯后 一、 点火操作後4〜5分しでを覆义しなかったり、慶 
义後2〜3分で消义しでしまラ爆さは、なのよラじしで 
ください。 

1. スぺーサーを取りはすしでください。 

2 . 定ミを面器リたットボタンをいちばん下まで1〜2度押 
しでください。 

な油流入□の Zf ム巧の固愚びはすれで巧油がスム—ズ 
に流れます。 

S 10 砂が上巧!しつづけると定ミを面器から巧びあふれる 
ことか‘ありますのでを麗しでください。 

3 . 操作;養はスペーサーをちとどおりに取り巧けでくださ 
し、。 


y 忆ツトボタン 




Oi 油錢路の点検； ） 

〇油タンクや送巧營の接含部などからミを漏れがないかどラか隨認しでください。 


r 電源の接続） 

©電源プラグをコンじントじ巧の根元まで礎実に差し込んでください。 


[心ま意] 


頸源プラグ.コードの溝熱-発义を防ぐために…… 

〇强源は必す適正配線された窜ネ目10 0V のコンたントを樓巧しでください。 

〇電源コードは、麓中で接蔬したり延長コードの使巧-他の题気器具とタコ足節線をしないで 
<ださい。 


C ス I - ブ周囲の確認 j 

〇ストーブの上や商囲に總えやすいちのびないことを確認しでください。 

( 給排気筒接続部の確認0 

©I 么酱告I給が気筒び正しく接続されでいるか礎認しでください。はすれでいると擢飯をに排ガ 
スび室内じ漏れ大変危険でず。 
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点义 

taro むマご'-'ででで？^--ろマ'; 


0— 昼、点义操作をすると、消义操作をしでを巧流用送風機か’まわるまで遲湿が態を継続すること 
びあります。これは燃焼室のに未燃ガスを完をに燃焼させるためです。 


1.遲敲スイッチを押しでください。 

躍源ランプの点なと同時に、設定温度び表 
巧され、インパーター出力表示が1個点な 
します。 


這を齒国 
づ巧 資^>" 

に. ~ 11~13 


イン パーター サイン 



〇たー ブ 


むーブ透泛 A 逗財疫止。 




2.自動脚こなのよラに躍题します。 



停止 


を 1 拓スイッチを陶ず I 


一!^^^^^ 

遞關 


e 巡源ランプな 
巧 

e 設定溫歷孩巧 
なヒータ媪® ON 
6燃焼巧送陋機 
まわる 

9懸か滿醒節お 
© ィンノ ''^ —• 々 一 
おた巧示1個 
点な 



慰 乂 


歷…乂でで-を 

(綿1巧を） 

i 

婦燃焼 



e ヒータ通强 
OFF 

6 巧流巧送風 
機ぎわる 
6溫風びのぎ 
おる 

〇設定温おに 
風じで、イ 
ンバ ーター 
お力廣示の 
1~3で白 
勁還强 



設定溫度に瓶 
じで、イン/'? 
—夕一出で霞 
本の1〜5で 
邑勁透提 


I —同時一 I - 

手動' [ 自 


約6分 



命 


(お） 

—- 8分 


令 


本格 

燃焼 



たーブ運敲を巧った憾さには、設定湿度た皆り r 巧おす苛時点で消み！)料こなることがありま 
す。 
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魯デジタル義お郭におはよラタイマーたット時刻が衰示（時計翻だコロンび消'な）されでいる 
よラであれば、運霜スイッチを押すとタイマニ獲誌になりますので、おはよラタイマ—ポタ 
ンを押しでタイマー遲黯を辭徐しでください。 

詹瘡义後約10か閣ほどは、熱駿張のため、熱巧換器などびルさな着を出すことがありますび、 
巽溝ではありまぜん。 

感のめでご俊巧になさときは、厕熱蜜料などび焼けで煙とにおいびでます。怒をあけで都麗の 
換気をしでください。 

〇初めでご使巧になるとぎは、お油経路巧の空気たまり（エアロック）により巧びな消完にな 
るごとびありますが、一旦消义じで、ちえるのを待つでからをラー度点义しでください。_ 

〇燃焼中に擢顏スイッチをがしをどしで「消义 J にしたり、爾源ブラグを抜いたり、おはよラ 
タイマーボタンを巧ずなどしで約5秒な上通顯を止めますと自動消义し、燃焼養びち却しで 
からでないと泻点义でぎません。 

戀外気湿び低くなると、給が気筒の统端から遲続伽こ白煙び出ることびありまず。これは排ガ 
ス中に含まれでいるか分び凝結しでが霧巧になるためで、醫常燃焼による白煙ではありませ 
ん。 


室温の調節 _______ 

ストーブ運睡中は、ルームサーモにより温度調節の忆ット温度に晒じで呂動的に火力が切り密ねり 


^す 

□湿度鋼節ボタン dSSS ) を巧し、デジタル表示部のたット温度を黯望の温度にをねせでくだ 
さい。 

〇障電があった場さでち1分間な内の厚爾であれば、再たツトする必雲はありません。 


N {狂1を •! 回}早すと 

1ででがります。 

ピ/ 

湯蔭® 01 

\ 

で 

C 

、 

^ほ 

巧 

忍 

71 

1 


I 富^)を1◎巧ずと 〕 J 

1で上昇します。 ミ—ミ 
渴度調画 

で 

如 g 

c^~in 

r 

觀を 

日 

で1 


□ホじットの揚含、たット温度は自動のにのでにじットされます。 
□じット温度は、16でから30でまでの雜画か‘たットできます。 









室温の調節 


r たーブ運截 ； 

最ル乂力でを室温び上昇する場を（気温の高いとき、曰あたりの良い部屋）は、じーブ運輯をお選 
びください。 

國たーブ運範ボタンを巧しでください。 

たーブ遲極ランプが点灯し、室溫びたット温度より約3 
で上昇すると、旨動的に消义（たーブ消火）し、たット 
温厦まででがるとき動のに再点义しで、室温を調節しま 
す。 



たーブ運乾を辭除する場含は、もラ"!度たーブ遲敲ボタンを巧しでください。 
たーブ運輯ランプび消のしで通常運極に戻ります。 


r 炎のが態^ 

® 巧の状態は寶いおの中に、いくらかの菌をいお啸义）がまじってを巽常ではありません。 


消义 

圆遲極スイツチを}甲しちどしでください。 


1. ‘11源ランプとインパーターサインは消なしますび、燃焼 
室か‘お却するまで燃焼巧-巧流巧送風機は、選絕を継統 
します。 


2.約10巧溶に燃焼室び冷却され、燃焼巧-巧流用送風機び 
自動のに優止し、同時に設定温度表示が消なします。 



©外出するとぎは、必す消义しでください。.. 

感長期間留巧にするとぎは、必す塑源をのクでください。’'. 

◎消义操おを湿風が出でいる間は、絶巧に竭源プラグをおかがいでください。 

をし抜きますと、のぞき窓がすすでくちった0、ストーブの裹面温度び上昇します。 
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消乂後再点火ずるとをの注意 

が二こ; 欲ご . 品 堂三ご ご ご 丘 。 を施古 ;品 ぉ战 ' 一一~ • 

□燃お中に誤って;巧のよラな操作をすると、再点乂まさ装歷の慟きで、ストーブびちがされるまで 
な义でぎませんのでを懸しでください。 

® 强源ブラグをあいた。 ◎ 遲疆スイツチを巧しをどした。 

〇おはよラタイマーポタンを}申し、タイマー慰1たをした。 

餅こだし、 瞬間的な消火操作ちしくは停蟹（いすれち、約5独な巧）の場さは、そのまま燃焼しま 
す。 


タイマーの懐用方洁 


〔現を畴刻させ-タイマー瞬刻させ） 


1.時計調節の切換スイッチを〔時計含せ〕または 
〔タイマ™させ〕にします。 

〇じットする前は、デジタル表示部は ( AM ぶ； 77 G 
の点巧を表示します。 


爾御き刻セットの場含 I 

爵計させタイマーをせ 


を巧の換 



をイマー詩刻セツトの場劲 
刷きせ ■ f 巧-タイマーさせ 


裹巧切換 



2.時計調節ボタンのり時！を巧しで現な時刻またはタイマ-点义時刻をじットしでください< 

OfiW ] ボタンで時刻表示部をさねせたときは AM 
- PM を確認しでください。 


貪 I 分 ►) ボタンで時刻表示部を含わせたとぎ、現 
巧時刻たットの場をは、1分ごとに、タイマー 
時刻じットの爆をは、5かごとに動きます。 


TamI 

[ pf ^ 


0 


0 


!][! 


時計/タィマー 


(時）時計誕画（巧） 


〇 (づ時 II お ►) ボタンを巧しつつ’けると、表示は 
運続しで変わります。 



時 I |分>;? 


時 i 十励巧コ□ン 


012時設定の螺をは、0ではなく、12にさねせて 
ください。 



3.® 換スイッチを〔時計：！の位®に含ねせでください。 

持計動作コ □ ンが点滅に変わり時計翻作を閲始します。 
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タイマーの使用方法 


〇必す時計動作コ□ンが点滅することを確認してください。点滅レない場台は、巧換スイみ;チ贈 
力 f !：時計〕:になっでいないか、または、おはよラタイマーボタンカ 《 巧されたためタイマーお 
义時刻を衰示しでいます。 

◎ 1分が內の懐爾であれば、再適電後ち現巧時刻を衰示しますので時刻合わせの必愛ありませ 
ん。それな上の障霞で、時刻衰示部び0 : 0 0を表示したら特刻さわせを巧ってぐださい。 

® 1分 m 巧の停题であれば、再適環をちタイマーたツト特刻は記癒されでいます。 
t ツト瞬刻を愛霞するとぎな夕はタイマー時刻たットは不要です。 


( f おはよラタイマー） 

■ストーブ停止中からのタイマーたットちを 

1.おはよラタイマーボタンを押しでください。 

現を時刻袁示がタイマー它ット時刻にのり変わり、時計 
動作コ□ンび点滅から消巧に変わります。 


タイ7—還活 
おはよラおやすみ 


廊口 



2.邏歷スイツチを巧しでください。 

おはよラタイマーランプび点なしで、 t ツト完3です。 M 1時間 czn 

2時間 CZ ] 


必すタイマーかたットを先に巧ってください。 

(遲敲スイツチを巧に押しまずと、いったん！扉状態になります。) 


圓ス I ブ遲敲中からのタイマーたット方を 

おはよラタイマーボタンを巧しでください。 

©現在時刻表示びタイマーたット時刻表示 I このり変わり、時計風 i 作コ□ンが点織から消巧に変わ 
ります。 

藝爾源ランプとインパーターサインが消灯し、消义動作に入ります。 

©おはよラタイマーランプか’点灯しまず。 

これでたツト完了です。 
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タイマーの懐用方法 


□おはよラタイマーの解險 

〇おはよラタイマーボタンを抑します。おはよラタイマーランプか’ミ肖灯し、時刻表示部に現在時 
刻が表/示され（時計動作コ □ ンが点滅)、タイマー遲輯び辭除されます。 

◎このままであれば自動的に燃焼を閱始します。停止ずる場をは、運極スイツチを!申しちどしで 
ください。 

が出時など、留守中に燃焼を骑提等多よラを多罕マ乙をかドは縫巧にレないでください。 


r お やすみタイマー） 

□おやすみタイ7—運敲 

〇おやすみタイマーボタンを巧しでください。 

設定時間のおやずみタイマーランプび点灯し、設定時間経過後 
旨動消火します。 

◎ 1回巧す-1時間運賴を自動消义 

さ 2 ◎押す -2 狩間運强後自郵)消义 

(このとぎ遲蘭スイツチは、遲輯状態のままにしでおいでく 
ださい） 


1疯昭 C=i 
2肉閒 a 
タイマー逐窟 
おはよラおやずみ 



□ おやすみタイ7—遷敲の辭除 

魯おやすみタイマーボタンを巧しで、おやすみタイマーランプを消灯させでください。 

檀このが態で、おはよラタイマー還撮されでいない爆合は燃焼び継続しますので、消义するとぎ 
は選極スイツチを巧しちどしでください。 


r おはぶラタ イマーと、おやすみタイマ•-の同畴遷転 

1. おやすみタイ7-をじツトしでください。 

2. おはよラタイマーをむツトしでください。 

〇必ず、おやすみタイマーのたツトを先に巧つでください。 

おはよラタイマーのじットを巧に巧いますと、一旦消义しで臟焼部びちえで力、らでないと、离痛 
义できません。 
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使用上のミ主意 

〇|么を意 I 繪排気筒は富温でず。やけどにを恵しでください。 

® ストーブや給が気筒には巧暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。 

ストーブや給排気筒に不適尝な熱交換器などを取り巧けると排ガスの化分か’結露しやすくな0、 
結露水び凍結しで繪排気筒を藝ぎ、不完を燃焼やがガスが室畑こ漏れる原因となり危険でず。 
また、ストーブの寿命を短くする原因にをなります。 



まを装禮力で作動しで消义した場合は、ストーブと同圓の点検-処鹽を巧ってくだ 
さ,、 

処置後の点义操作は点义の頂に従ってください。 


対 震自動 消乂 装置 


地麗や強い翻載を受けたときは巧潑自動消火装置び作 
動しで自動お)じ消义します。 

の 表就 

巧襲邑動消乂禁壓は自動的に再たツトさ 
れまず。点檢後、点义操がをしてくださ 
い。 

点乂安全 裝置 


◎巽萬燃焼を的止するため、点义ヒータおよび燃焼巧送風機に遇爾される前に、燃料か’流おするこ 
とのない麵造になつでいます。 

停 霞 安を 装置 


停電や舉源プラグか’3ンたントから抜けたときは、す 
ベでの選賴を傳止します。 

(ただし、5砂が巧の停爾の榻さは、燃焼を継続しま 
す。） 

停靈鑽帰（再通爾）後デジタル衰示部に 
f 气び豪巧され、ストーブは邏霜しませ 
ん。 

再廣点义操作をしで < ださい。 

過熱防止 装置 （安全サーモスタット） 


巧流フアンガードや温風吹出□がふさがれたり、スト 
—ブ前面に轉靈物びあるなどしで本体巧部が過熱する 
と過熱防止装麗か‘作動します。（表示部を消な） 

{ 原因を取り除さ、本体の部び十分冷えで 
から点义操作をしでください。 
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排気管抜け檢知装置 


排気管の接続部びはすれたときれ排気管抜け検知用 
リード線びはすれたり、断線したときじは、きを装置 
が作励し、エラー表示臣国を出し、消义します。 
排気管抜け檢知裝靈が作動しでいる場含は、エラー表 
示厚幻びでで点火でぎません。 


排気輕巧け橫知装®にたよらす、給排気闻や延畏 
醫を扫に1度は点摸しでください。 


原因を調べ、姐麗後点义操作をしでくだ 

ごし、。 がな日キャップ 



排気管おけ検が用リード線のゆるみまた 
は、はすれ•のれびないか確認しでくだ 
さい。 


泻点义安全装置 

消义直後、ストーブびち卸しないラちに再点义操がをしでち、燃焼室の温度び一昼ちがしでからで 
ないと燃焼しないよラになつでいます。 



点検•寺入れは、消义後ストーブび十分冷えでから、必す電源プラグをコンむントから 
巧いで巧つでください。 

電気部品の分解や市販品との巧換は絶巧にしないでぐださい。 


ストーブとストーブ周囲の点検 

公を蠢 I ストーブの商固は、窜じ蜜理•濟插し、燃えやすいをのを麗かないでくださし、。 

2. ほこりや巧れをそのままじしでおさますと、なか’しみたりしで危換です。 

ストーブは、いつち潛潔じしでご使巧ください。 

3. 慶台- '油タンクに油漏れ-ミをのたまりや;'をのにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また繪迪の際にこぼれた!0ミあはよくふきとつでください。 

4. 送浦用ゴムホースは、ひび割れやふくれがないかシーズン巧めに点検しでください。 

異常のある榻含は、巧換しでください。 


油漏れのある爆合は、お質い求めの販売盾に條理をお頼しでください。 
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給排気簡及びトツプの周園の点^ 


會給が気窗及び排気營の接続部びはすれたり、排気管おけ検知巧リード線びはすれたり、斷線しで 
し、 ないか点摂しでください。 


® 給排気筒を一度取りはすしで、泻び取り巧けるとぎは、 
が気管の接続部の部にはめこんである0リングが破損し 
でいないか歷かめでください。破擴しでいた場台は、お 
貫い求めの販売店に交換を依頼しでください。 



〇給が気簡及びトツブの周囲じ障害物が歷いでないか、ときどぎ点検しでください。 

◎給が気筒がつまりますと、不完を燃焼をおこします。 

シーズンのめには必す点檢し、くちが祟をつくったり、異物力ぐ入ったりしでいるときは、脑す攝 
除してください。 


诚タンクの水振き 

別売 TC -40[< 形油タンクの場を 

油タンク的には、水やごみがたまりやずく、をくたまるとストーブのちへ流出しで、な;'をの流れを 
妨げで十分な义力が出なくなります。 

とぎどき水グージを点検しで、なのよラにかを巧いでくだ 
さい。 

1.水びたまるとな油と化との境巧面に巧色の潭子び潭きあ 
びりまず。遲ろが上まで湾きあびらないラちに、油タン 
ク巧の水を抜いでくだちい。 



2.化抜きパルプの下に容諮を靈いで、か抜きパルブをかし 
ゆるめまずと池タンク巧の化か’出で、惡导か‘洗みます。 
がを巧いたらか巧きパルブを固く締めでください。 

油漏れびないか必す曜認しでください。 










定油面器ストレーナの掃除 


定迪面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。 

水やごみがたまると、な;'をの流れを妨けで、十分な义力び出なくなります。 
シーズンの終りには、巧のようじ揺除しでください。 

(定油面器肉のなミをを抜くとぎを同じ方法で巧ってください。） 


1. 独タンクの送ミ宙/ ' U レブを閱じでください。 

2. ストーブち側面にあるストレーナの掃除□に荷ホ I などの 
層紙を善し込んで、ミをガイドをがり、その下に容器を置 
いでください。 

3. ストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定ミ由面器の巧れたな;'由やごみび全部流れ出ます。 

4. ストレーナをおり出しで、きれいな巧'庙の中でずすぎ洗 
いをしでください。けくで洗わないでください） 

組立でるときは 

® ストしーナゴムパッキンををれないよラにしでくだ 
さい。 

參ストし之すを逆に入れなしぶください 。- 
® ストしーナの止めねじを、固く締りつけでください。 
©油漏れびないか確認しでください。 





オイルフイルターの掃隊 



オイルフィルターに水やごみがたまった撥さは、なのよラに摘隙を巧つでください。 
(オイルフイルターのな泣を巧くときち同じ方をで巧つでください。） 


1•ミをタンクの送巧パルブを締めで、オイルフイルターの下 
にできるだけ大さめの容器を用屬しでください。 


2.オイルフイルターのプラスチックのカップをきでゆっく 
りと左にまねしではすし、カップにたまったごみや水を 
取〇餘いで <ださい。 

3スイルフィルターを翼でに引いではすし、きれいななミ苗 
ですすぎ洗いしでください。（水で洗わないでください。） 
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点义 ヒータの 点検 

点乂ヒータや点火しんにすすがは着しまずと、ホ熱びおでしたり、巧の吸い上げび悪くなつたりし 
で点火しにくくなり、證义不良の原因じなります。 

爆点义ヒータの脱窟は入をじ巧ラ必要びありますので(燃焼巧空気の氯密‘性保持のため)、數すお買 
い求めの販売店に巧顯しでください。 


ポットハーナの点檢_ 

がザリバが'' 一-^''"'マロで-—一^ :- r ,,,- 巧 ! j け把 一 --， :: 

〇バーナ巧部や澀烧リングの点模は富度な按術を必要としますので、お買い求めの販売店に依賴し 
でください。 


のぞを窓の透明度が屬ぐなったとき 

fpriy , … a , 巧リ,; '一' ' | -，み ' が,夕巧. ' 巧. ' -玉 L .. 一 … . … <— 口' ■ 


のぞき窓をはすしでふく揚さは、次のよラにしでください。 
前パネルをはすし、のぞき窓をとめでいるねじをはすしで、 
か しかを含ませた巧でふいでください。 

◎ねじ部は常湿になつでからはすしでください。 

©をとどおり、均一にねじを締めで固定しでください。 



温風吹出□の掃驗 

温凰吹出□や本体の上面などには、ほこりびが窟しで白く 
なります。 

湿った巧で汚れをおとしでから、やわらかい巧でからぶき 
しでください。 

溫風の出□羽根を巧げたり、変おさせたりしないよラ 
I を藏しでください。 : X ;;謀:誌お置たち參鑽露二潑誇 



熱交換器の点横 


熱を換器の内部にすすび巽溝にたまりまずと、不完を燃焼の原因になりまず。 

〇異常燃焼わ<起こった場合には、バーナの点検とあわて熱交換器の点横を、お質いずめの販売店 
に依頼しでください。 
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対流周送風機の掃除__ ■ 

巧流巧送風磯の刃ードにほこりびたまると、言が大きくなつで温風麗びかなくなり、暖房出力が低 
下ずると同時に、ストーブ巧の温度び異常に富くなつで、過熱防止装歷（を全サーモスタット）び 
作動する場含びあります。 

1週間に1度は、巧のま順になつで巧流巧送風撒を取りはすしで搞炼をしでください。 


r 対流巧送風機のはすしかたつ 

1•舊面カパー(上)を固定しでいる化粧ビスをとっではずし 
でください。 

2. が流巧送風機のリード線プラグを巧いでください。 

3. 蝶ねじをはずしでから、巧流巧送風機ををに傾けな力すら 
上方へ引ぎ出しでください。 

4. 摘除機などでモーター、羽根、ガードにっいたほこりを 
取り除いでください。 

羽根を巧ばたり、変おさせないよラを惑しでください。 





r 巧流巧送風機の組巧けかた; > 

图巧流巧送風機をはすしたときと逆の順唐で、ちとどおり 
に取りなけでください。 

このとき、巧流馬を風機ので側のゴムの部分をプラスチ 
ツクの憑にはめ化んでください。 



はめ应む 


対流巧送風機は、とまどさ点検し、定期のに掃晚を巧ってください。 
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定期点検のおずずめ 町 

長期間ご使巧になりますと、機器の点検か'必要でず。 

2シーズンに1回程度、シーズンお3後などに、お賣い上げ店又は修理翅を者〔く財)曰本5ミ由燃焼 
機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術管理謂留舍懷3畜 （6;' 苗機器技術管理±)など〕の 
いる店などじ窓検依類されることをおすすめします。 


地 R などの災害が発空したときの点検について 

地麗などのお富び発ちし、製品に振動や衝避がリ日わったときは、遲輯前に必すなの点検を巧つでく 
ださい。 

〇繪が気筒回りのはすれ、漏れのお認 藝なミを酌管からの漏れ確認 

点検で巽常か’みつかつた場さは、お費いすめの販売店に修理を依頼しでください。 



巧のよラな現象は故陵ではありません。 

修理をの賴される前にちラー度お確かめください。 


現 象う 

心::；.'....;奢：説;;: 

明 

点 

义 

時! 

消 

火 

時 

ネリめで巧巧するとき、煙やじおいがで 
る。 

融熱逛料やほこりなどカタ掛寸るためです。 

しばらく窓を閱けで換気しでください。 

のめで俊巧ずるとさや、シーブン巧め 
の巧を用時に、点义しない。 

な义しでち2〜3分で消义しでしまう。 

賣定®画器リむットボタンをたットしでください。 

(9 ぺージ参照） 

鲁送油経路内の空赛なきをしでください。 

(8 ぺ-ジ參臟） 

燃焼閒始時や消义をに[■ピチビチ j と 
いラ琶かする。 

あ体内部び熱によ〇臟張、収縮するためでず。 

点乂してをずぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであ0本体內部び暖まると温風 
がき励のにのきおできます。 

消乂しでを温風びおでいる。 

本が巧部がち節するまで送風を継続しまず。 

燃 

焼 

時 

を,: 

の 

他 

おのやにとぎどぎ潇火び混じる。 

興常ではありません。 

給が氛簡の弗錦から遲統のに白煙が出 
る。 

外気温びおくなると、が刀ス中に含まれでいるお分び凝結 
しで化懇気になるためで、異常燃焼じよる白煙ではありま 
せん。 
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職ミ Jfe 齡田瞄损賊^な理拓8*— 麵 



排気留抜け検知!藝變の帘動 


過熱防比裝歷の作劃！ 
(安をサーモスタット) 


® 源コードの廚線 


遇結八’イブのおナツトび誦ま 
つでいない 


排気琶の接窥部にスキマびあ 
る 


な;をにかが混入しでいる 


強い地震ヴをつたまたは、ス 
I -ーブに衝嫂をちそた 


ス I ブ:び傾を!しでし、る 


I 組ホ-スに望気たまりがあ 


I ;由面翻こ?んご紙>がま 


燃焼リングが正しくたツトさ 
れていない 


'ぶタンクになミ由びなし) 



処壓方を 



颇亮巧に修理を巧翻する 


ストレーナをはすしで摘除ず 
る。池タンクのかをあく。 




巧—、 具合の惡いときはで記の草見表にちとつ’いで点検し、処歷にこまるよラなときや、 
原国のはつきりしないときは、お質いホめの販亮店に遲絡しでください。 


早見蒙 


においびする 


油凝れがある 


電願ランプをつかない 
通拉しない 


吳お乂がおえ遇疆びとまつた 


义が通巧で消まで：：> きつ 


のぞき窓がくおる 


驟潔雜焼する 


火力が大き<ならない 


点 w しない 
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L __ h で。 II 墨霧觀雜慰を短 

or 么ミ丢意1不完をな懷理、調變は危険ですので、部品の交換、調整び必要の場をじは、お貿いホ 
めの販売店及は修理資格蓄〔(財)曰本5巧燃焼機器保守協含で巧ラまま術營理調習含修 
3普（石油機器技術管理±)など〕のいる,娘売店にごす目談ください。 

部品 交換は とご指定ください。^ 


消耗。勞化しやずい部記_ ( 交換び掌、要な部を } 

〇長期間の使巧により消耗-劣化しやすい部品 
点义ヒータ（点义しん） • 八‘イロットリング- 0リング-パッキン類 
〇変質-不純好巧の使巧により劣化しやすい部品 
定ミを面器-点乂ヒータ（点义しん）-ポットパーナ 



シーズンオフや長期間傻巧しないときは、次の靈領でま入れを巧い保管しでく 
ださい。 

1. 灌源ブラグをコンたントから巧いでください。 

2. 背面カバー(上)、対流巧送風機をはすし、羽狼と方ードのほこりを搞陈機などで取り陈いでくだ 
さい。 （21 ページ参照） 

3. 前パネルをはすしで、掃除機などで巧部のほこりを取り除いでください。 

4. 油タンクのな油はをでおさ取っでください。中に水分やごみか‘残ったままにしでおぎますとミお夕 
ンクが腐食ずる原因になります。 

5. オイルフィルターと定ミを面器巧の巧油を巧き軟っでください。 （19 ベージ參照） 

6. 塗装部分は、湿った巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 

7•ストーブはできるだけ据巧けたまま保管しでください。 

〇温風吹出□や背面の巧流巧送風機じほこりなどがたまらないよラカバーをかけでください。 

(別亮の本体化粧カバーのご使巧をおすすめします。） 

〇どラしでもおりはすしで保舊されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場巧に横倒しじしないよ 
ラおしまいください。 

タシーズンに据巧けを巧うときじは、必すお翼い求めの破売店に依顆しでください。 

取巧説明醫ち大のに保醫しでください。 . 
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収納方法 


ストーブを取りはすしで収納したいときは、巧のように巧つでくださし、。 


1.ストッパーリングをはすす 



藝ストーブと給辨気筒を固定しでいるストツノリング 
をはすしでください。 


® 給が気筒からストーブを取りはずしでくださレ。 


•給挑気筒じ接続されでいる排気管あけお规用 U — ド線 
厭を）をはすしでください。 

取りはずしたストーブはポ U 袋をかぶせ、段ボール 
箱に入れで保窗しでください。；'. 


4.給が気简を取りはずす 

國 i ' 義 I 
。口 的 n - n 

[10] 

◎室の側を固定し、室が側を回しで給が気筒を壁から取 
りはすしでください。 

巨 Ip] 11 

樹ミ便 網 

_]>En_ 

i oi 


iJ 

\ 

ス u*- ブ 



5.ス U —ブふたを取りがける •給が気筒をおりはすしたをの巧を巧厲のスリーブふた 



室の側は、室内巧スリーブ 室列•側は、室列用スリーブ 

ふたでふさいでください。 ふたでふさいでください。 

〇巧シースンに据巧ける場さは、必すぉ麗い求めの販売風こ巧顯しでください。; 

〇給排気简、排氮蠻の单についでいる接窥部漏れ止め南0リングを調べで、いたんでいたら新 
しい〇リングをお求めの上、交換しでください。 な 
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形 



BPSiS 


FF -406 S (留本おす 404 S ) 


ポットな-強制給が気お • 強制対流お 


電気点义な 


巧巧 （ J 旧1号な油） 


0.48 し化 


0.20しル 


16,560 kJ/h (3,960 kca (/ h ) 


6,900 kJ/h (1,6 如 kcal / h ) 


94.5% 


91% 


4.3 化 W , 15,640 kJ/h 口•巧 Okcal / h ) 


1.74 kW , 6,280 kJ/h (1,500 kcal / h ) 


木造 18 nf (り壁)までコンクリート 25 rTf り 5 鹽)まで 


木造20が(じ暨)までコンクリート30が (18 鐵まで 


离さ600画極500顺1喪巧 324 min (懸台を富む） 


20お 


啜源躍圧及び周波数 

壁巧 100 V 50/60 HZ 

定格消圆爾力 
50/60 H 2 

攝大110/1 10 VV (点义初期に短時間舞を） 

な义時 96/92 W • 燃焼時日日/ 50 W 

給が気筒呼び径 

D 40 

給が気简堅變遇部な径 

75术 m 







巧麗目翻消义裝麗-点义まを装麗-障題まを装國 • 週熱巧比裝麗(黄をサーモスタット） 


が気舊巧け模が装壓 • 再点义黄を装騷 


繪が窥簡じツト1•型紙1 • 本体固定を員2•題台1 • 送油ホース- 
目 OHz 風靈制御板1 
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保証について 


©このコ□ナ密閱巧扫油ストーブにはお訪藝がついでいます。「お買い上げ曰，販売店ち J などの 
記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりじなり、大切に保管しでください。 

贷保証期間はお質い上げいただいた曰から1年間です。 

〇巧のよラな原因によるが障および輩おにつきましでは、保証の巧象になりませんでのを意しでく 
ださい。 

圆変質な池や不純巧巧など、また灯油ながの燃お使用じよる巧障や輩が。 

画誤った使用ち法によるが障や輩が。 

-修理を依顯されるとを 

參本靈の「故障-異常の見分けちと処歷ち法 J (22 - 23ぺージ参照）の項にがっで調べでち良くな 
らないときは、诞源ブラヴを巧いでお買い求めの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご連絡ください。 

◎保証期間中であれば保征暨の規定に従っで無料修理させでいただきます。 

國保誦期間び過ぎているとをは 

參お翼いがめの賊売店にご相談ください。 

修理によって使巧でぎる製韶についで 
はお客様のご變望により有料修理いた 
します。 



据巧け場所の選定及び据付け要領 

I - FAjeM I ストーブの摇巧けじついでは、义災ホ防祭例など各種の規制があります。 

_擔巧けエ舉は、販売店•エ擊店に依頼しでください。 

2. r 么ミを意 I 频雲のをい地ちでは、權雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラな取が凝巧を選定し 

でください。また、風がよどむよラな爆巧では、排ガスを泻度吸这んで不完を燃焼を 
起こすことがあります。 

3. 電源ブラヴは、必す適正配線された単相100 V のコンたントに差し这んでください。 

4. 地獲などじよる範倒瞄止のため、巧願の本体固を舍具を使巧し、堅面にしっかり固定しでくださ 

し、。 

本体固定を真が使えない揚巧では、尿固定を具 （ F -84: 別売部品）を使巧し、巧に固定しでくだ 
さい。 

なストーブば、壁またなは巧に必ず固定しでください。 ' ' 

◎乾倒防止のため、固定でさない場所では使巧しないでください。 


圏補修用性能き R 品の臀低保有期間 

◎若油ストーブの補修巧性能部湿（機能 
を錐持ずるために必要な部品）の S お 
保有期間は製造むちのり後7巧でず。 
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標準据付け例 


60 cm が上 



据巧け工事後の確認 


1. ストーブカ<堅または巧に、固定盡員で固定されでいることを礎認しでください。 

2 . 文夫な巧面に握がけられでいることを確認しでください。 

3. ストーブ及ぴ給が気筒と周固のな料とのお織は义災予的を例で規制されでいます。 
f 標準据巧け例」を參着にし、確認しでください。 

4. 給が気筒の慶通部及び、サるは工事説巧靈の「緒が気筒の取巧け J を参照しで確認しでください。 

5 . 延長設置の場含は、延長 3 mJ ^ で、曲り3箇所な下で巧つでください。 

6•ミをタンクはストーブより、2 m な上雞れでいるか礎認しでください。 

©ストーブにが®しでいる送油ホースまたは指定のホースが外は、懐巧しないでくだぞい。 

® 送巧ホースを慶巧では使巧しないでくだぞい。 

7 .適切な位鹽に醒源コンたントが設けられでいるか、また電源コードび給が気筒に離れでいないか 
確認しでください。 
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据付け工事後の確認 


〇1渡数の確認） 


このス i ブは、 
が異なります。 
工場出荷時には、 
巧けであ0ます。 
制御板刻の [16 


爾源の周波数じより使巧ずる風靈制御板 

50 HZ 巧の風麗制御板刻印）「21 j び組み 
60 HZ 地域でご使用の場さは、巧厲の風靈 
60 HzJ に交換しでください。 



ストーブ背面ち下の給気管 
お巧■□内じあるクリップを 
はすし、「風靈制御巧」を取 
りはすしで交換しでくださ 
し、。 



吉斗、傑苗— 

風塵寧五 

1. 遲强準備（おしくは、7〜9ぺージを参照しでください） 

①送ミを経路巧の空気なぎをしてください。 

⑤運强スイツチが鳴比〕になつでいるか確認しでください。 

遲涵スイツチを〔運題〕のまま灌源プラグをコンじントに差し込むと、 f リび表示されます。 
この爆をは、一昼邏輯スイツチを押しをどしでください。 

⑤麵源プラグをコンたントじ達し込んでください。 

径)定油面鬻リたツトボタンを軽く巧し下げでください。 

⑤ストーブの鹽台の上や送猫管の接続部に、油たまりや巧漏れがないか確かめでください。 

2. 運 諾（詳しくは、10〜13ページを凌照しでください） 

①油タンクの送ミ由パルブを閲いでください。 

⑨運輕スイツチを抑しでください。頸源ランプ•設定温度表示.インバーターサインカ< 点巧し、 

5〜6分後に対流巧送風機か‘まわり温風び出!ます。 

巧めでお使いになるときは、ストーブ巧の送油管じな油びみたされでおりませんので炎びな消 
えることびあります。この撥合は、一昼消义しで、ぶえるのを待つでからをラー度点义しでく 
ださい。 

巧めでお使いになるとさは、耐熱蜜料などび焼けで煙とにおいがでます。窓をあけで部屬の換 
気をしでください。 

⑤邏隨スイツチを巧しちどしでください。 

電源ランプ•インバーターサインが消‘巧し約10分をに、燃焼巧.対流巧送風機が让まり、設定 
温度表示か’消なします。 
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巧出巧 


巧な ' エ揭 E る巧巧が巧 7-7 で 955 TE し (025 む 32-2! U ( ホげ巧） 

巧巧エ據巧巧巧宝巧 2-58 で 9 が 了 €L(0257)23— 5 巧 5( 巧現》 

PQRS 下 巧间エ惕お巧巧下巧巧なノ澗 10 が 〒 94CM1T 巨し (02 が ) 22—212U 巧巧 } 

稱巧舍な S 励弔。 


近 


巧し (0S がが一 3330( 化巧》 
TS し ( おさ ) 报 1-5 が 0 化を ) 
TS しがが如一 00 化ミ化巧 ) 
TeUoS が 24 卜巧が如巧 ) 
TE し巧な巧 ) 34-8 が K 化巧 ) 
巧しミ的 3)4 の一 5 的が化が 
TeUo 巧か 24—00,0 f たる》 
巧しむ削が巧 "" 〇を巧け巧 ) 


修理サービスや製品についでのごす目戟は機種名をご確認の上、お题いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依類ください。 

ご輯居やご磁當掃などでお困りの爆さは、で記のお巧くのお□にごす目驟ください。 

名な i 、 巧な地、竭話显号は、を留する惕ちがありますのでご3頑:ください。 


な 

の巧 
55 h ^ 3^8 
おな1凶 S 

•^涅々51 
巧詞巧容呂固巧 
姑拉な巧と巧位 
帘巧のの巧巧の 
みみ該巧巧な苗 
苦 IU 巧巧な G 上 


巧巧所所巧 I 巧巧 
タ タ 

苗お！塞％兹 

5巧巧离出 5済这 

留爲巧舅田巧^尝 

巧苦巧巧とむ上ををな巧 


6^ 。。诚2さ 

篆巧 §g 8巧 

リ巧巧^な巧な奋の 
巧巧卜巧の四巧巧 
巧 W 巧代なだ巧王巧 K お巧 
もを W 巧巧む巧げな巧巧が巧が 
畳疫巧巧を巧口戸巧が巧な巧沒 
巧贷のの巧ば巧巧巧な巧の巧の 
区な P な咨く巧み川区巧を©の 
がたホずホ0巧巧な巧泻なぞ衣 


巧-河轿巧向迈-巧商西-闻商 

笠む ij 亞语留空皆 
皆苗苗すけ養が控 

巧 r ...? ‘卜巧11;巧-€1 


を：^芦ぉ居く ’'。の S 矿な田 
巧巧がモ巧ご巧が巧罕沒巧ずぶ 


担一除巧巧巧な巧 

ク 

./) なな茲 S 奠 
至皆な 
ツ泛が 
巧 I リ图 
サれなをの因が 

巧巧§隔巧疫ち 


巧側 P 
巧を い 
でで 拭 

ir 減 

塑線い 

民巧. Ir 人が 
巧巧化交田巧巧 
ち巧曼六をお 
ち巧巧呂巧 S 巧 
巧の巧の巧の巧 
を涅山导出山込 
にに房な化 


ち'心度夏苗留留 
巧巧ち出化 


賊戳 

5 出ぐが 巧け 

*7*"^ク5 ノ巧 U 巧巧 1 
巧巧巧 t 0巧，4て梭 
巧份巧を < r ^ S 巧来が巧す巧 
大大の巧ピ.：-。卜巧巧..：. 
巧巧々 1讯逛巧な巧厨六巧芭巧 
史な巧を巧巧巧巧巧！：带にな 


巧"向间所な-巧巧巧巧巧巧 

%—至む！这 J 爱 
.?1 i ! を蓋 

サ ©a 巧 ホ0が 問わ 巧灼 
巧 な 

巧巧が M な仙化巧山ないが巧 


巧弓幫閉巧巧 

な夕 

E を じな巧巧なな 
杏.投む 

巧^一巧巧这巧疫 
巧 K 应 i 


UiUf 臣€巨巨 lU Ui E ら巨 


440222000 —8 
66617 ? flw7?95 
5s 7065776 w/ftv 

でででで T ででザででザ 


83?担ん巧巧巧 
レレ巧巧巧巧 G っ一巧んィ 
因巧巧区 E 巧？：；巧な戸^ 
るをなな密ぶな巧巧巧田 
巧の上が巧丘巧ち m 巧を 
巧巧巧雨な巧巧巧 d な巧 
巧巧む贷巧巧班を班山な 
巧な孩巧のな廣巧沼む贷 


巧-巧巧が巧巧巧桥巧巧 
夕 

ミ、)巧装巧な巧巧が巧度 
空け ぶ 
^巧芭巧径化化出化 

巧な S お巧な证山巧 
巧 7 

葵囊巧囊疫なむ芭 


ぃ卜〇 S 3; が 
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